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緑のカーテン 

 

 

 みなさんは「緑のカーテン」を

知っていますか。緑のカーテン

とは、植物で作られたカーテン

のことです。よく、蔓
つる

の植物が使

われます。代表的なものは、アサ

ガオやジャスミンなどで、キュ

ウリも使われたりします。緑のカーテンは夏の強い陽射しを遮
さえぎ

り、室内の気温

を低く保つためのものなので、たいてい建物の南側や西側に植えらます。家だけ

でなく、学校、図書館や病院などでもよく見られます。 

４～５月ごろ苗
なえ

や種を植えるとそれが育ち、夏の暑い時期にカーテンとなっ

て人や建物を暑さから守ってくれます。ある統計によると、緑のカーテンが窓に

あると室内の温度は４～５度低く、壁やバルコニーの前にあると 10度も涼しい

そうです。涼しいとクーラーを使う必要がなくなるのでお財布にも環境にもや

さしいのです。また、緑のカーテンは植物ですので、建物を涼しくするだけでな

く、CO2の削減にも貢献しています。 

 

 

町で見つけたゴーヤの緑のカーテン 
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                        琉球アサガオの花 

   琉球アサガオの緑のカーテン 

緑のカーテンには、アサガオの花やゴー

ヤという野菜がよく使われます。アサガオ

のような花のカーテンはその家の人だけで

なく、道行く人の目も楽しませてくれます。

野菜のカーテンの実はおいしいく料理され

て、食卓に並びます。例えばゴーヤ（ウリ）

はゴーヤチャンプルーにしたり、サラダや

お漬物にしたりしておいしく食べることが

できます。風船のような実がなるフウセン

カズラや、小さいスイカのような実がなる

スズメウリは部屋のデコレーションにすることができます。 

 

 

 

↑ゴーヤ ↓ゴーヤチャンプルー 

←フウセンカズラ 

→ 

スズメウリの 

リース 
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ふつうのカーテンは古くなるとゴミになってしまいますが、緑のカーテンは

植物なので、秋に土の上に置いておけば分解され、他の植物の肥料となります。

採れた種は次の年の緑のカーテンに使えますから取っておいてください。 

このように緑のカーテンは夏を涼しく過ごせるようにしてくれるだけでなく、

私たちの目も舌も楽しませてくれ、環境にもとてもいいものなのです。一石二鳥

どころか、一石三鳥なのです。 

「緑のカーテン」という言葉は 20年ぐらい前から一般的に知られるようにな

りましたが、実は、日本では江戸時代から似たような習慣がありました。江戸時

代の人々は家の軒先
のきさき

に紐
ひも

をつるし、その紐
ひも

にアサガオの蔓
つる

をはわせ、花を楽しみ

ながら涼んでいたそうです。 

みなさんもぜひ、緑のカーテンをやってみてください。 
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